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＜連絡事項＞

· 田野端　忠夫様～精神症状安定している為3／１（水）定期薬より減薬となって　　　

　　　　　　　　いる。症状変化に注意し観察していく。

　　　　　　　　本日の問診時に咳嗽継続との訴えあり、漢方薬の臨時処　　　方が3／2（木）夕～3／7（火）昼まであり。3×／１　食前薬で

　　　　　　　　す。食前薬の飲み方の説明を繰り返し行っています。随時声掛け要する。発熱や咽頭痛等、風邪症状に注意し観察していく。

· 佐々木　淳様～咽頭痛あり、主治医診察にて臨時薬処方となっている。3／１（水）　　

　　　　　　　　　夕～3／8（水）昼まで。3×／１　食後です。その他の風邪症状出現に注意し全身症状の観察をしていく。

· 平　京子様～主治医より単独外出の許可出ており、開始にあたって、単独外出に　

　　　　　　　関する注意事項の説明を行い、再確認しています。外出所要時間の限度、外出ノートの書き方、範囲、スタッフへの声掛け等、きちんと理解出来ている様子です。その後、スタッフ見守しながらの外出練習を終えています。嗜好品等を必要以上に買いすぎたり、ルール違反等はなく買い物する事出来ています。しかし、道路での歩行時に、周囲に関する注意力乏しい様子伺える。今後、プログラムでの活動時間を活用し、スタッフ付き添いにて交通ルールの指導を計画していく。

· 浅野　秀子様～排便時、少量しか便が出ない事が多く、腹部不快感の訴えもあり、　　

　　　　　　　就寝前の下剤が１錠追加処方となる。3／１（水）就寝前～3／７(火)就寝前まで。腹部症状、排便状況の変化・観察していく。

· 日向端　庸男様～3／１(水)皮膚科再受診している。掻痒感なく湿疹改善傾向さ　

　　　　　　　　れている為、皮膚科内服薬減薬していきます。3／１(水)夕～3／8(水)朝まで継続処方となり、来週診察あり。皮膚状態観察続ける。

· 稲垣　恵利子様～両大腿内側に湿疹あり皮膚科受診されている。急性湿疹にて3　

　　　　　　　　／１(水)より軟膏処置開始となる。状態観察継続。

· 上村　みわ様～問診時「体が痛い。関節が痛い」と言われ、痛み止め臨時処方と

　　　　　　　なる。3／2(木)夕～3／4(土)朝まで。幻聴改善見られない事により、3／8(水)の定期薬より抗精神病薬変更予定。

· 小比類巻　昇様～う蝕あり、時に歯痛もみとめる為、以前より歯科受診すすめて　　　

いるが拒否されています。理由を問うも「まだいい。もう少　　　　し様子見る」との返答のみです。毎食後の歯磨きを促していますが、きちんと習慣化して頂く為、チェック表を作成し開始している。歩行チェック表と一緒にありますのでスタッフはサインお願いします。

· 小坂Ｄｒ勉強会あります。13時～30分程度です。西病棟→3／13(月)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東病棟→3／17(金)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北病棟→3／20(月)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南病棟→3／22(水)

　　　事務、その他は3／23（木）、29(水)のどちらか2階会議室で実施。

· 3／3(金)西病棟より転入患者様１名予定あり。

＜注目患者様のケース検討＞

· 柳杭田　かつ子様～以前より、他患者様やスタッフへ所持金の一部を渡しにくる　　　　

　　　　　　　　　行為みられており、随時指導要していました。月末決算では現在のところ不明金の発生はなく経過。主治医からも再三の注意受けていますが、今後も金銭管理の状況を把握しながら注意して観察・必要時指導を続けていく。

· 中野渡　鉄男様～食事の際、口腔の動きの悪さ目だってきている。牛乳を口から　　

　　　　　　　　こぼしたり発語が聞き取れない事あるので、嚥下体操を継続　　　し症状改善に努める。

＜ビデオ学習・統合失調症についての再復習＞

ポイント

· 急性期の症状・・・妄想

　　　　　　　　　　　幻聴　

　　　　　　　　　　　思考の乱れ（考えがまとまらず、飛躍するなど）

　　　　　　　　　　　現実から離れて自分の世界にとじこもる

· 原因・・・脳内の伝達物質ドーパミンの過剰分泌

　　　　　　　ストレス(配偶者や上司などの人間関係、疲労、睡眠不足など)

· 治療法・・・主として抗精神病薬の投与。高い治療効果が期待される抗精神　　　

病薬の開発・研究がすすんでいる。

　

　


































